
会派代表質問順位 
（令和７年２月定例会議） 

質問順位 会　　派　　名 発　言　者

１
つ く ば ク ラ ブ 小久保貴史 議員 

（所属議員数 ８名） 36分

２
N e x t つ く ば 飯 岡 宏 之 議員 

（所属議員数 ７名） 34分

３
つくば・市民ネットワーク 川 村 直 子 議員 

（所属議員数 ４名） 28分

４
公 明 党 つ く ば 渡 辺 峰 子 議員 

（所属議員数 ３名） 26分

 
※発言時間：会派割りとして１会派20分、人数割りとして１人当たり２分



R112117
会派代表質問発言通告書

令和 7年
午斉

`|1時
(通告書 3

博

受

Ｎｏ．

月
分
初

２

デ

日

付

1

令和 7 年度市政運営の所信 と主要施策の概要に封 し、下記の事項について、会派

を代表 して質問 したいので通告 します。

令下日 7年  2月  17日

つ くば市議会議長     様

会派名 つ くばクラブ 代表者呉名   小久保 貴史
会 派 構 成 議 員 数  8人 発言者氏名 小 久

※発言の質問事項・要旨については、会派内で意見調整の上、提出してください。

※答弁は、原則 として市長が行います。    平成 15年 12月 1日 全員協議会了承

質 問 事 項 要 島
日 答 弁 者

1 は じめに

(1～ 2ページ )

2 令和7年度当初

予算 (案)の概要

(2～ 3ページ)

3 徹底 した行政

改革

(3ページ )

将来展望に向け「選ばれるまち」として取り組
んできたことで高く評価された内容と、公約の99

項目の土台となる「全世代 。全市民の幸せ」、
「科学技術を使つた課題解決」、「持続可能な15分

都市」、 「変革 し続け、市民と共創する市役所」
、 「「緑」への (グ リーンシフ ト」」という5ら
の考えについて、今後意識 して取 り組むことをお
伺いいたします。

「価値ある未来へつなぐ予算」と全体の価値を高
めるための施策と考えについて、予算配分と歳入
歳出のバランス、予算編成についてどのような点
について考慮 したかお伺いいたします。

「たしかなデータ」 「やさしいテクノロジー」の

政策・立案 と実行について、デジタル化の信頼性
と使い勝手を高めることについて以下伺います。

(1)ハ ンズフ リーチケッテ ィングの内容

(2)行政窓 口のデジタル化 におけるワンス トシ
プ窓 口の内容 と効果

(3)税務事務アウ トンーシング事業における効

率化で期待できる効果

市長

教育長

市長

市 長



会派名 つ ブ 代表者氏名 ′ NO.  2

質 問 事 項 一
日要 答 弁 者

4 安心の子育て
。教育

(4ページ)

5 頼れ る福祉

(4～ 5ページ)

6′ 便利 なイ ンフラ

(5ページ )

7 活気あ冷地域
(5～ 6ページ)

(1)多子世帯利用者負担額軽減対象の拡充 (イ呆
育料)の推計姑象者と今後について伺います。
(2)ア フタースクールモデル事業の内容と活用

見込みについて伺います。      、
(3)不登校児童生徒支援の拡充について、現在
の状況と今後について伺います。

(4)谷 田部小学校建設事業の (周 辺公共施設の

複合化の検討)についてこれまでの検討経過
と考えについて伺います。

(1)休 日夜問小児デジタル急患センターの実績
と内容、オンライン診療ついて伺います。

(2)つ くばこどもの青い羽根基金関連の実績と

新たな取組事業について伺います。
(3)児童発達支援センター整備に至るまでの検
討状況と今後の運営について伺います。

(1)こ れまでの自動運転に関する取組実績と今

回の自動運転バス実証事業の違いについて伺
います。

(2)運転手不足の解消に関する取組であるライ
ドシェア事業と運転手採用支援金の創設につ

いて、期待される効果と課題について伺いま

す。

(3)グ リーンインフラの充実に向けた緑の基本
計画の改定内容の方針

(1)地産地消の取組 となる地場産物のメニュー

や情報発信の方法について伺います。

(2)給食 レス トランの整備 による活用内容 につ

いて伺います。

(3)産業用地確イ呆と区域指定追加 について将来

を見据 えた土地需要の考 えについて伺います。

(4)地域活性化人材 (ク ラフ トライファー)育
成事業について現在の取組状況について伺い

ます。

(5)つ くばマラノンのコース変更内容について

伺います。

市長

教育長

市長

教育長

市長

市長

※発言の質問事項・要旨については、会派内で意見調整の上、提出してください。
※答弁は、原則として市長が行います。    平成 15年 12月 1日 全員協議会了承



会派名 つ ばクラブ 代表者氏名 NO. 3

質 問 事 項 要 』
日 答 弁 者

8 誇れるまちに

(6｀ 7ページ)

9 むすびに

(7～ 9ページ)

(1)脱炭素社会に向けた これまでの取組と今後
について伺います。 2030年 をゴール とす る先

進的事業の具体的な内容について伺います。

(2)道 の駅基本構想策定事業のスケジュールと

今後について伺います。
(3)生物多様性つくば戦略のモニタリングの内
容について伺います。

(4)旧 田水山小学校の芸術文化創造拠点の整備
について今後の活用内容を伺います。

市長 3期 日の初めての当初予算です。15分都市、

グリーンシフ トのイメ▼ジするまちの姿 「世界の

あしたが見えるまち」今後の市政に対する思いに

ついて伺います。      '

市長

市長

※発言の質問事項・要旨については、会派内で意見調整の上、提出 してください。
※答弁は、原則 として市長が行います。    平成 15年 12月 1日 全員協議会了承



A私 2117

会派代表質問発言通告書
令 和 7年 2月 17日

午洋l ti時 う5分 受 付
(通告書  3 枚)No。 1

令和 7年度市政運営の所信 と主要施策の概要に対 し、下記の事項について、ァ会派を代

表 して質問 したいので通告 します。

令和 7年 2月 17日

つ くば市議会議長 様

会派名  N extつ くば 代表者氏名  飯岡 宏之

会 派 構 成 議 員 数  7人 発言者氏名 飯 宏 之

※発言の質問事項・要旨については、会派内で意見調整の上、提出 してください。

※答弁は、原則 として市長が行います。    平成 15年 12月 1日 全員協議会了承

質 問 事 項 要 』
日 答 弁 者

1 は じめに

(1～ 2太―ジ)

2 徹底 した行政

改革

(3ページ)

3 安心の子育て
。教育

(4ページ)

「人 口増加率全国一位」及び 「選ばれ るまち」
について市の見解をお伺いします。

(1)職員のコーチング研修継続について市の考
えをお伺い します。

(2)職員の意識変革におけるコンプライアンス
にういて市の考えをお何いします。

(3)公職選挙でのインターネ ッ ト投票を 目指す
上で乗 り越 えな くてはな らない課題 について

市の考えをお伺い します。

(1上

贅牙螢;,そ雲々蜜緊寇ほ詔暉零嵐Z互逐鍵
伺い します。

ア 放課後児童 クラブ との違いについて
イ 下校の安全性 について

(2)若者のためのユースクリニックの設置につ
いて市の見解をお伺いします。
ア 時間について

イ いのちの電話との違いについて

市  長

市 長

市 長

教育長



会派名 N extつ くば 代表者氏名 飯 岡 之 NO.  2

※発言の質問事項 。要旨については、会派内で意見調整の上、提出してください。

※答弁は、原則として市長が行います。    平成 15年 12月 1日 全員協議会了承

質 問 事 項 要 』
口 答 弁 者

4 頼れ る福祉

(4～ 5ページ)

5 便利 なインフ

フ

(5ページ)

6 活気 ある地域

(5～ 6ページ)

7 誇れるまち

(6ん 7ペァジ)

(1)休 日夜間小児デジタル急患センター事業に
ついて市の見解をお伺い します。

ア 医ヽ師の24時 間対応 について

イ オンライン診療後、救急紺応が必要な場合
の受入先について

(1)自 動運転パスの社会実装に向けた取組につ
いて市の見解をお伺いします。     |
ア 他市町村との違いについて

'

イ 定常運行の実現予定の期 日について

(2)シ ェアサイクル 「つ くチャ リ」の利便性の

向4に よる道路渋滞の緩和について市の見解
をお伺いします。          ■
ア 自転車専用レーンの整備について
イ ヘルメットの貸出しについて
ウ 通学路の安全対策にャついて

(1)新たな産業用地について市の見解 をお伺い

します。

ア 産業用地選定の経緯について

イ  国 。県 との進捗状況につドて   ,
ウ 事業主体について
工 産業用地整備 に向けた伴走支援 について

(2)地産地消店な どの情報発信 と地産地消の機

運 を高めるための市の考えをお伺い します。
ア ふ るさと納税 について

イ トップセールスとしての市長の役 目につ

いて

道の駅の整備検討について市の考えをお伺いし
ます。

(1)候補地選定理由について

(2)候補地のそれぞれの特色について

市 長

市 長

教育長

市 長

市 長



会派名  N extつ くば 代表者氏名 飯岡 宏之 NO, 3

※発言の質問事項・要旨については、会派内で意見調整の上、提出してください。

※答弁は、原則 として市長が行います。    平成 15年 12月 1日 全員協議会了承

質 問 事 項 要 』
日 答 弁 者

8 むすびに

(7～ 9ページ)

(1)新たなチヤレンジとして行 う一部の地域で
の実験的事業と「誰一人取 り残さない」市民全

体を網羅 した事業とのバランスはどう取るの
かについて市の考えをお伺いします。

(2)多種多様な、困難な課題について市の考え

をお伺いします。          r
ア 防災関連の施策について

イ 高エネ研南側用地の防災拠点について

市  長



会派代表質問発言通告書
令 和 7年 2月 17日

午軍′r時 争υ分受付
(通告書  3 枚 )No.1

令和 7年度市政運営の所信 と主要施策の概要に対 し、下記の事項について、会派を

代表 して質問 したいので通告 します。

令和 7年 2月 17日         ′

つ くば市議会議長 黒田健祐 様        ′

会派名 つくば・市民ネットワーク 代表者氏名  川 村 直 子

会 派 構 成 議 員 数 4 発言者氏名 川 村 直  子

※発言の質問事項・要旨については、会派内で意見調整の上、提出してください。

※答弁は、原則として市長が行います。    平成 15年 12月 1日 全員協議会了承

質 問 事 項 要 』
日 答弁者

1 は じめに (

1～ 2ペー ジ )

気候危機

ジェンダー平等

会計年度任用職

員

個人情報の保護

について

2 徹底 した行

政改革 (3ペ
ージ)

つくば市民の幸

せとは

適正な人事配置

(1)気候危機への取組
2022年 「ゼロカーボンシティ宣言」から3年。

2050年のカーボンニュー トラル達成に向け、気候市民

会議を開催 し市民提言のロー ドマップを作成、脱炭素

先行地域として事業開始など、多くの施策が進行中で

す。これまでの進捗と今後の取組につぃて伺います。

(2)ジ ェンダー平等分の取組 :
「つくば市職員のワークライフバランス推進プラン

に基づく措置の実施状況及び女性の職業選択に資す

る情報の公表」によると、2024年度における管理職 (

課長補佐以上)1こ 占める女性職員の割合は25。 9%と な
っています。2025年度までの目標値は「30%以上」で

す。現在の課題と紺策について伺います。

(3)会計年度任用職員の処遇改善について伺いますЬ

(4)ス ーパーサイエンスシティ構想に伴 う個人情報保

護の対策について伺います。

(1)「地域の困りごとを、新しい技術を使って解決す
ること」で創られるつくば市民の幸せとは、どのよう
なものを想定されているのか。

市長

教育長

市長



会派名 つくば・市 ネ ッ トワーク 代表者氏名 )H 村 直 子 NO.2

※発言の質問事項・要旨については、会派内で意見調整の上、提出してください。

※答弁は、原則 として市長が行います。    平成 15年 12月 1日 全員協議会了承

質 問 事 項 要 』
日 答弁者

3 安心の子育て
。教育 (4ペー

ジ)

教育大綱推進事業
ユースクリニック

の設置について

4 頼れ る福祉 (4

～ 5ペー ジ )

高齢者ごみ出し困

難者への支援

母子・父子自立支援

プログラム策定事業

について

5 便利 なイ ンフ

ラ (5ペー ジ )

「緑の基本計画」

策定について

6 活気 あ る地域

(5～ 6ペィジ)

コミュニティ拠点

の創出

有機農業の推進に

ついて

(2)新 しい技術を使つた新規施策に重点を置 くため

に、人事配置に偏 りが生 じ、基本的業務に関わる

職員が手薄なのではない か と危惧 しています。

市の人事配置の考え方を伺います。

以下の事業の取組の背景と、今後の進め方について

伺います。       ´

(1)教育大綱推進事業における総合教育研究所の

役割

(2)若者のためのユースクリニックの設置と包括的

性教育の推進

以下の事業の取組の背景と、今後の進め方について

伺います。

(1)高齢者等ごみ出し困難者への支援事業

(2)母子・父子自立支援プログラム策定事業

「第 2次つ くば市緑の基本計画」策定に当た り、以

下伺います。

(1)緑をナ也域課題解決の社会 イ ンフラと捉 える 「グ

リー ンインフラ」の考え方 を どのように取 り入れ

て行 くかについて

(2)市長 3期 目公約の 5つ の上台のひ とつである
「「緑」への転換 (グ リー ンシフ ト)」 の考え方に

ついて

(1)「多世代の活動 。交流の場となるコミュニティ
拠点の創出」には、場所の提供だけでなく、市民
の様々な活動に対する行政の支援、伴走、協働が

不可欠です。市民活動を支援する施策について伺
います。

(2)学校給食における有機米の導入を評価するとと

もに、この事業の背景、今後の学校給食への有機

米導入拡大と有機農産物の導入促進、有機農業の

推進について伺います。

市長

教育長

市長

教育長

市長

市長

教育長



会派名 つくば 。市 ネットワーク 代表者氏名 )|1 村
｀
直 子 NO.3

※発言の質問事項・要旨については、会派内で意見調整の上、提出してください。

※答弁は、原則として市長が行います。   .平 成 15年 12月 1日 全員協議会了承

質 問 事 項 要 臼
ロ 答弁者

7 誇れ るまち (6
～ 7ページ)

「道の駅」の整備

検討にういて

8 むすびに (7～
9ページ )

不登校支援の取組
について

「道の駅」の整備検討について

(1)市 内 2箇所で整備検討を始める必要性

(2)地域住民の意向の把握

(3)初期投資と維持費の見込み

不登校支援の取組について、これまでの真摯な取組
を評価するとともに、今後の課題についての見角ガ牛を伺
います。

(1)校 内フリースクールの課題

(2)不登校で在宅の児童生徒への支援
(3)保護者への支援

市長

市長

教育長



R7]2117

会派代表質問発言通告書
令 和 7年 2月 17日

午漁 |1時 す7分 受 付

(通告書  3 枚)No。 1

令和 7 年度市政運営の所信 と主要施策の概要に紺 し、下記の事項について、会派

を代表 して質問したいので通告 します。

令和 7 年  2 月 17 日

つ くば市議会議長 様

会派名 __公明党つ くば 代表者氏名  渡 辺 峰 子

会 派 構 成 議 員 数  3人 発言者氏名 渡  辺 峰 子

質 問 事 項 要 』
日 答 弁 者

1 はじめに

(1～ 2ページ)

2 令和 7年度 当

初予算 (案)の概要

(2～ 3ページ)

(1)少子高齢化、気候変動、農業と食料安全保障

、働き方改革、ジェンダー平等、そして貧困と

格差、これらはSDGs^の 挑戦ですが、つくば市

が果たす使命とは、具体的にどのようなことを

示 しているので しょうか。

)つ くば市民の幸せ とは、具体的に どのよ うな

ことですか。また、市民の幸福の度合いをどの

よ うに測 るので しょうか。       ―

)「つながり」をつくるためのたまり場や居場
所の拡充を図るとのことですが、つながりをつ

くるためには、仕掛けも必要です。どのように
「つながり」をつくるのか伺います。

(4)「選ばれるまち」とは具体的にどういうこと
でしょうか。

つくば市は、過去最大規模の当初予算が続いてい
ます。人口増加に伴う要因が大きいところです。令
和 7年度当初予算を組むにあたって、「中長期財政
の見通し」への影響はありましたかδまた、改めて

今後の財政の見通しについて伺います。

(2

(3

市 長

市 長

※発言の質問事項・要 旨については、会派内で意見調整の上、提出してください。

※答弁は、原則 として市長が行います。    平成 15年 12月 1日 全員協議会了承
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※答弁は、原則として市長が行います。    平成 15年 12月 1日 全員協議会了承

質 問 事 項 要 』
日 答 弁 者

3 徹底 した行政

改革

(3ページ)

4 安心の子育て
。教育

(4ページ)

5 頼れ る福祉

(4｀ 5ページ)

0 便利なインフ

フ

(5ページ)

科学的根拠に基づく「たしかなデータ」や「やさ
しいテクノロジー」で政策を立案 。実行し、市民の

幸せを創るために職員の意識変革と組織開発を進め
ると述べられていますが、実際はどのような人材
を、どのように育成していくのか、市の考えを伺い

ます。

(1)切れ 目のない子育て支援が求められていま

すが、産前産後の支援策が重要です。特に 「

産後 うつ」や 「困難な問題 を抱 える母子」の

生命 と健康の危機 を回避す るとともに孤立を

防 ぐためのケアは喫緊の課題です。つ くば市

の考えと今後の取組を伺います。

(2)市が行 う若者施策について伺います。

(1)核家族化が進み、共働きの時代にあって、

家族で認知症の人を介護 していくのは大変難
しく、地域社会で支援 していく必要がありま

す。認知症の人が安心して暮らせる支援策に
ついて伺います。

(2)が ん患者及びその家族への支援について、
支援団体に対する活動費補助の拡充とありま

すが具体的な効果を伺います。

災害や老朽化の問題が各地で発生している中、安

全 。安心で持続可能な観点から、インフラ整備を着

実に進めていく必要があると強く感 じています。避

難所ともなる学校体育館への空調設備の整備やつく

ば市国土強革)]化地域計画の着実な進展について、市

の考えを伺います。

市 長

市 長

教育長

市 長

市 長

教育長
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質 問 事 項 要 』
日 答 弁 者

7 活気ある地域

(5～ 6ページ)

8誇れるまち

(6～ 7ページ)

(1)現在行 つている周辺市街地の活性化 「R8事

業」への継続的取組は重要 と考えます。併せて、

次年度は地域の特色をいかす人材育成の必要性

について述べ られていますが、地域における相

乗効果を図るために、つ くば市な らではの強み

をいか した活性化策を戦略的に進めてい くこと

が重要と考えます。市の考えを伺います。

(2)耕作放棄地は、つくば市でも深刻です。つく
ば市として農業・農地の継承について、具体的
にどのような将来像を描いているのか、また具
体的な取組につぃて伺います。  

′

(1)「生物多様性つ くば戦略」における、つ く

ばならではの特徴、取組、 目標設定及び今後
の取組について伺います。

(2)道の駅の整備検討 について、つ くば市にお

ける道の駅の役割 と、求める効果について伺
います。

(3)魅力ある芸術文化を創造することは、まち
の成熟度に関わつてくると考えます。つくば
には多くの芸術家がいますが、その力をいか
していく仕組みが足 りないと考えます。市民
が身近に芸術文化を感 じる取組について伺い

ます。

市  長

市  長

※発言の質問事項 。要旨については、会派内で意見調整の上、提出してください。

※答弁は(原則 として市長が行います。    平成 15年 12月 1日 全員協議会了承


